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　立ち上がりから両チームとも守備に重点をおき、中盤でのボールの奪い合いが続く。激しく粘り強いプレスで
寄せも速く、ボールホルダーが自由にプレーすることができない。攻守が目まぐるしく変わる中で、徐々に暁星
国際がボールを保持し始めてゴールに迫る。対する流経大柏もシンプルにクリアをすることで流れを切り、仕切
り直して相手に主導権を簡単に渡さない。チームとして攻守の切り替えが徹底されており、奪ってから縦に早い
攻撃でチャンスを演出する。拮抗した状態が続いた中、暁星国際は32分、相手のパスミスを見逃さなかったMF
⑰森崎が見事なループシュートを決めて先制する。
　後半に入っても両チームとも強度が落ちることはなく、ワンプレー毎に激しい身体のぶつかり合いが繰り広げ
られる。流経大柏はFW㉓荒川が前線からプレスを掛け続け、チーム全体でセカンドボールを拾い、FW⑪市野が
ボールを収めて攻撃の活路を見出す。対する暁星国際も堅守から効果的なカウンターを仕掛ける。自陣の深い
位置からDF⑤川西のアーリークロスや、FW⑬芳垣のドリブル突破で追加点を狙うと51分、ゴール前でFW⑨伊
達がパスカットすると、キーパーの位置を見て冷静にゴールに流し込んだ。流経大柏も逆転を目指してゴールに
迫るシーンが増えるが、暁星国際は更に追加点を決めて優勝を果たした。80分を通じて非常に強度の高い試合
であり、県決勝に相応しい白熱した好ゲームとなった。

記載責任者 所属（ 千葉県：千葉経済大学附属高等学校 氏名（ 小林貴幸

＝ Match  Report ＝ 

2025 2 1 土 14:00 kick off 会場（

令和6年度第18回 千葉県高等学校新人体育大会 サッカー大会女子の部 決勝戦


